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■開催運営 

主催 一般社団法人 国際親善音楽交流協会 

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷 1-3-18 ビラ・モデルナ C-104 

TEL : 03-3406-3355 / FAX : 03-3406-3356 

E-mail：info@igmea.com 

協賛 セイコーインスツル株式会社 

後援 外務省 / 東京新聞社 / フコク生命 ほか関係各機関申請中 

協力 宮地楽器 / アートリンク / （株）ルミナ / Creative ＆ Communication 

 

■実施役員 

   実行委員長 丸尾 直史（国際親善音楽交流協会 会長） 

   実 施 協 力 オザワ部長（小沢 康弘・吹奏楽作家） 他、6 名で構成。 

            その他の大会役員として「総務・会計」「審査集計・審査員担当」「接待救護」「ステージ」「放送」 

「計時」「誘導」「受付・販売」「録画・録音」をそれぞれ配置する 

 

■開催日時 

   2026 年 1 月 18 日（日） 

※事前予選審査会により本選参加者を決定 

 

■会場 

   武蔵野音楽大学 ブラームスホール 

       住 所：東京都練馬区羽沢 1 丁目 13-1 

       連絡先：03-3992-1121 

 

 

 

 



■審査員 

 

   ●【審査委員長】GEORG MARK（ゲオルグ・マルク） 

ザルツブルク出身の指揮者。ウィーン市立音楽院とウィーン大学で音楽・哲学・心理学を学び、世界各地

の主要オーケストラと共演。1991〜2006 年にチャイコフスキー交響楽団の第一客演指揮者を務め、現

在はウィーン音楽院大学教授として教育にも尽力。ウィーン古典派・ロマン派からロシア音楽まで幅広いレ

パートリーを持つ。 

 

●大久保 茉美（オーボエ） 

洗足学園音楽大学優秀賞を受賞し卒業、東京藝術大学音楽学部別科修了。2018 年公開のアニ 

メ映画「リズと青い鳥」で主人公の鎧塚みぞれのオーボエサウンドを担当。アニメ「劇場版！響けユーフォニ 

アム〜誓いのフィナーレ〜」のレコーディングにも参加。現在はアニメやゲームのレコーディング、アーティスト 

サポート、Progressive! Wind Orchestra コアメンバーとして活動中。 

 

●齊藤 健太（サックス） 

洗足学園音楽大学を卒業、同時に優秀賞を受賞。東京藝術大学別科修了。 

第７回アドルフ・サックス国際コンクール 1 位、並びに新曲賞の受賞。CAFUA レコードよりデビューアルバ 

ム｢凱旋-GAISEN-｣リリース。ブリッツ・フィルハーモニック・ウインズ団員（コンサートマスター）。 

 

●豊田 実加（ホルン） 

東京藝術大学卒業。読売新人賞受賞。ホルンアンサンブル VENUS として「PASTEL」、初のソロ CD 

「Le Lien」をリリース。神奈川フィルハーモニー管弦楽団首席ホルン奏者。つの笛集団、金管五重奏“雅” 

各メンバー。ミュージックスクール ダ・カーポ講師、東京藝術大学非常勤講師。 

 

●佐藤 敬一朗（バス・トロンボーン） 

東京藝術大学卒業。第 12 回日本トロンボーンコンペティション第 3 位。2009 年小澤征爾音楽塾オ 

ペラプロジェクト X 参加。2013 年 5 月東京佼成ウインドオーケストラ東北ツアーにてソリストを務める。 

トワイライト・トロンボーンカルテット、トロンボーンアンサンブル・スライドジャパン、東京佼成ウインドオーケス 

トラバストロンボーン奏者として活躍。 

 

●渡辺 壮（打楽器） 

武蔵野音楽大学卒業、愛知県立芸術大学大学院修了、R・シュトラウス音楽院修了。渡欧中、アウ

グスブルク歌劇場オーケストラのティンパニ＆打楽器研修生として多くのコンサートに出演し研鑽を積む。

今村三明、松倉利之、A・リートハンマー、G・リュッケルの各氏に師事。東京佼成ウインドオーケストラ・打

楽器奏者。桐朋学園大学、埼玉県立大宮光陵高校音楽科、各講師。 

 

●オザワ部長（アドバイザー） 

世界でただ一人の吹奏楽作家。早稲田大学第一文学部文芸専修卒、日本文藝家協会会員。現在、 

朝日新聞・ 朝日新聞デジタルで「My 吹部 Seasons」を、クラシック音楽情報誌・ポータル「ぶらあぼ」 

にて「ぶらあぼブラス！」を連載中。ほか、NHK E テレ「沼にハマってきいてみた」、NHK FM「今日は一日 

“吹奏楽"三昧リターンズ」などのメディア出演、講演、コンサート司会などでも活躍中。 

 

     ※上記は 2025 年 9 月 1 日現在の情報 



 

 

 

第 1 章総則 

 

（名称） 

第１条  このコンクールは、全日本学生国際ソロコンクール（管打楽器部門）（以下「ソロコンクール」）と称する。 

 

（目的） 

第 2 条  本ソロコンクールは、管楽器打楽器の独奏によって、技能向上を図り、創造的で個性豊かな音楽表現、国

際的に活躍するグローバルな視点を持つ人材育成を目指すことを目的とする。 

 

（主催） 

第 3 条  このソロコンクールは、一般社団法人 国際親善音楽交流協会が主催が共催する。 

 

（後援・協賛） 

第 4 条  このソロコンクールは、外務省、東京新聞、フコク生命の後援、セイコーインスツル（株）、（株）三洋堂が

協賛する。 

 

（協力） 

第 5 条  本ソロコンクールの実施、運営に当たり、次の機関の協力を得る。 

       宮地楽器、Art Link、（株）ルミナ、（株）メットインターナショナル 

 

（部門） 

第 6 条  審査対象の楽器はフルート、オーボエ、クラリネット、サクソフォーン、ファゴット、トランペット、トロンボーン 

ホルン、ユーフォニアム、テューバ、スネアドラム、マリンバ、ストリングベースとする。 

上記の楽器であれば種類（アルト、テナー等パートの種類、Es 管、A 管等の移調管種）は問わない。 

 

（開催時期） 

第 7 条  このソロコンクールは、音源予選審査を経て、2026 年 1 月 18 日（日）に本選（全国大会）を行う。 

 

（実行委員会） 

第 8 条  ソロコンクールの実施にあたっては、国際親善音楽交流協会内に設置される「ASIS 全日本学生国際ソロコ

ンクール（管打楽器部門）実行委員会（以下「ASIS 実行委員会」）」が掌る。 

 

 

 

第 6 回 全日本学生国際ソロコンクール（管打楽器部門）実施要綱 



第 2 章 参加者 

 

（参加資格） 

第 9 条  参加資格は、日本国内の中学生以上の生徒、学生（中学生、高校生、大学生、専門学校生ほか、それ

に類する学校法人に通学、在籍）で、開催日当日時点で 26 才以下とする。国籍は問わない。 

ただし、例外を認める場合もある。 

 

（選考要領と通知） 

第 10 条 予選は音源審査とする。 

       応募締め切り期日として 2025 年 12 月 5 日（金）までに、参加申込書、音源を提出するものとする。 

       提出する演奏音源は本選（全国大会）で定められる 4 分以内の時間の制約は受けず、4 分以上の演 

奏、もしくはその作品の全曲（カットなど無し）も可能とする。 

         提出音源は CD、MP3 などのデータ、Youtube（公開をしていない）など、再生に特殊ソフトを使用しない

音源で提出するものとする。 

尚、録音状況が悪い（音質が悪い、外部の雑音が多く入っている等）で聞き取りが困難となる場合、審査

に大きな影響が出る懸念があるため、応募者は録音環境に留意することが望ましい。 

審査は、審査委員長のゲオルグ・マルク氏の組織する予選審査会によって本選参加者を決定し、2025 年

12 月 25 日頃をめどに、応募者全員にその結果を書面にて通知する。 

 

（参加費） 

第 11 条 ①出場者は別に定める参加費を支払うものとする。 

（振込先：みずほ銀行 渋谷中央支店 口座番号 2210658 一般社団法人 国際親善音楽交流協会） 

②納入した参加費は、原則として返還しない。 

 

（旅費及び宿泊） 

第 12 条 本選（全国大会）開催地までの旅費宿泊等に関する諸経費は出場者の負担とする。 

 

 

第 3 章 審査及び表彰 

 

（審査委員会） 

第 13 条 ①ASIS 実行委員会は、予選及び本選の審査に関わる委員会を組織する。 

それぞれの審査委員会の構成は、次の通りとする。 

（1）審査委員長 1 名 

（2）審査委員   5 名〜6 名を予定 

②審査委員は、ASIS 実行委員会が選任する。 

       ③審査委員長は、主催者により選出される。 

       ④審査委員長は、コンクールの審査全般を統括する。 



（審査方法） 

第 14 条 ①審査は表現点、音質音色、技術点、及び総合的な印象の点数制とする。 

       ②審査方法の細部については別に定める。 

 

（演奏順序） 

第 15 条 本選での演奏順序は、大会運営上の進行を考慮して ASIS 実行委員会が決定する。 

 

（演奏曲目及び本選での演奏時間） 

第 16 条 ①任意の曲。尚、本選での演奏時間（審査時間）は 4 分以内とする。 

②演奏時間が 4 分を越えた場合は、演奏を中断するものとする。但し減点はない。 

 

（伴奏） 

第 17 条 ①ピアノ等の伴奏を必要とする場合は、演奏者が用意するものとする。 

②伴奏者の旅費等諸経費は、第 12 条に準じる。 

 

（表彰） 

第 18 条 ①点数に応じた各賞を授与する（各部門共通。100 点満点） 

         90 点以上：最優秀賞 

         80〜89 点：優秀賞 

         70〜79 点：優良賞 

         69 点以下：入賞 

 

（グランプリ・各賞） 

第 19 条 本選での審査の結果、最も点数が高かった者にグランプリを授与する。 

       そのほか、各賞を授与（表彰状のほか、盾などの副賞、セイコーインスツル賞には「副賞はメトロノームウオッチ

（または、セイコーインスツル製品）」を授与する。 

       ①技術賞           ：特に演奏技術に優れている者に授与する。 

       ②音楽賞          ：特に音楽の表現に優れているものに授与する。 

       ③東京新聞賞      ：各部門より東京新聞が認めるものに授与する。 

※準グランプリに相当。 

ただし、最優秀賞のほか、優秀賞から選出される場合もある。 

④セイコーインスツル賞 ：各部門よりセイコーインスツル社が認めるものに授与する。 

       ③各審査委員賞：各審査員が表彰に値する優れたものに授与する 

       上記の授与は、複数に与えられる場合がある。また、該当者がいない場合には授与されない。 

      

 

第 4 章 雑則 

 

（後援・協賛） 

第 20 条 このソロコンクールの目的に賛同する団体の後援を受けることができる（協賛）。 



 

第 21 条 このソロコンクールの目的に賛同する団体または個人の後援を受けることができる。 

 

（著作権） 

第 22 条 このソロコンクールで発生する著作権（申請、著作権料の支払い）は全て主催者により行われる。 

尚、肖像権、録音権、録画権、放映権等は主催者に帰属するものとする。 

 

（震災等緊急時の対応） 

第 23 条 ①会場並びに周辺地区が自然災害等により使用できなくなった場合 

         ア 事故発生時に実行委員会により対応を協議する。 

         イ 全出場者の安全確保を最優先した上、開催が可能な措置を考える。 

       ②主催事業中に自然災害等が発生し、事業の続行が不可能になった場合 

         ア 大会本部で対応を協議する。 

         イ 大会本部には常時、ASIS 実行委員、大会運営関係者のいずれかが待機するようにし、互いの連絡

が取れるようにその手段を事前に確認する。 

       ③ソロコンクールにおいて演奏中に地震等が発生し演奏が中断した場合 

        ア 大会本部で対応を協議する。その際、出演者並びに会場内の人員の安全確保を最優先とし、会場

職員の指示に従い、人員の誘導等に協力するものとする。なお、発生した自然災害が軽微で事業の

続行が可能と ASIS 実行委員会が判断した場合は、出場者の安全が確保出来る場合に限り事業

を続行する。 

        イ 大会本部には常時、ASIS 実行委員、大会運営関係者のいずれかが待機するようにし、互いの連絡

が取れるようにその手段を事前に確認する。 

        ウ 中断した出演者の演奏は、最後に再演奏を行うことを基本とする。 

            ※大会本部は緊急地震速報を受信できるようにし、緊急地震速報が発令された場合は本部責任者

の指示により、速やかに演奏中止の指示を出すことができる。 

④事業が中止になった場合の参加申込金、入場券等の扱い 

         ア 原則として返金等は行わない。 

       ⑤中止または延期の通達 

         ア 事業開催日から 8 日前以前にあっては、決定事項を参加予定者へ文書で通知するとともに、ASIS

専用サイト、国際親善音楽交流協会ホームページ上にて公表する。 

         イ 事業開催日から 7 日以内にあっては、決定事項を参加予定者へ電話、メール、FAX で通知するとと

もに、ASIS 専用サイト、国際親善音楽交流協会 HP にて公表する。 

 

（実施要綱の改正） 

第 24 条 本実施要綱は主催者、及び ASIS 実行委員会の協議により改訂することができる。 

 

（附則：この実施要綱は、2025 年 9 月 1 日から施行する ※2025 年 12 月 1 日一部追記） 

 



 

 

 

 

（趣旨） 

第 1 条  この実施細則は、全日本学生国際ソロコンクール（管打楽器部門）の実施に関して、必要な事項を定め

るものとする。 

 

（用語の定義） 

第 2 条  用語の定義を次の通りとする。 

①  ソロコンクール 

一般社団法人 国際親善音楽交流協会 

全日本学生国際ソロコンクール（管打楽器部門） 

②  要綱 

           一般社団法人 国際親善音楽交流協会 全日本学生国際ソロコンクール（管打楽器部門） 

実施要綱 

③  実行委員会 

           一般社団法人 国際親善音楽交流協会にて組織された実行委員会 

④ 審査委員会 

            実施要綱第 13 条に規定された委員会 

⑤ 出場者 

            実施要綱第 10 条で予選を通過した者 

 

（審査対象楽器） 

第 3 条  要綱第 5 条に規定とするが、審査対象楽器以外での楽器の希望のある場合には、事前に実行委員会で

調整するものとする。 

 

（応募票等の提出） 

第 4 条  参加希望者は、次の参加書類を実行委員会事務局に提出する。 

（1） 参加申込書（別紙様式２ 写真添付）    

（2） 写真１枚（添付したものと同一、裏面に氏名記入） 

     尚、提出する写真は出場者の確認のためのものであり、スナップ写真（スマートフォンやデジタルカメ 

ラなどで撮影した写真）でも可とする。 

※プログラムなどの印刷物への掲載はありません。 

（3） 演奏曲をいずれかのデータ形式による音源（メールなどでの提出可）、CD-R、USB などの媒体に

録音したもの 

（4） 演奏曲の楽譜の表紙など（曲名・原題・作編曲者名・出版社が確認できるページ）コピー1 枚 

     ※著作権の関係上、楽譜全体の提出は不要とする 

一般社団法人 国際親善音楽交流協会 

第 6 回 全日本学生国際ソロコンクール（管打楽器部門）実施細則 



（参加料） 

第 5 条  ①予選参加料   6,500 円 

       ②本選参加料  18,500 円 

       （１）参加費は、予選・本選の前に予め国際親善音楽交流協会の下記指定口座へ振り込むものとする。 

みずほ銀行 渋谷中央支店 口座番号 2210658 一般社団法人 国際親善音楽交流協会 

※お振込手数料は、参加者負担。 

       （２）学校単位で申し込む場合は顧問の責任において、まとめて提出することができる。 

 

（予選） 

第 6 条  予選は細則第 4 条の応募者を、要綱第 13 条により予選審査委員会で決定する。 

予選通過者数は ASIS 実行委員会が決定する。 

 

（リハーサル） 

第 7 条  ステージ上でのリハーサル等は特に設けない。但し本番直前の伴奏ピアノとのチューニングは可能とする。 

 

（審査） 

第 8 条  要綱第 14 条による審査は、技術点及び表現点の欄に得点を記入し、講評を加えるものとする。 

 

（演奏順序） 

第 9 条  演奏順序は ASIS 実行委員会が決めるものとする。 

 

（演奏曲） 

第 10 条  要綱 16 条による演奏曲目は予め応募申請書に記入するものとし、事前の申し出が無い場合には変更は 

認めない。 

 

（演奏時間） 

第 11 条  要綱 16 条により定められた演奏時間を越えた場合は係員の合図により演奏を中断しなければならない。 

 

（表彰） 

第 12 条  要綱第 18 条、第 19 条とし、グランプリ対象者の得点が同点の場合は、審査委員会の協議により両名を

同位にするか、1 名を上位とするかを決定することができる。 

 

（実行委員会事務局） 

第 13 条  このコンクールの ASIS 実行委員会事務局を一般社団法人 国際親善音楽交流協会内に置く。 

 

（附則 この実施要綱及び細則は、2025 年 12 月 1 日から施行する。 ※2025 年 12 月 1 日一部追記） 


